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第１章 アイコンの説明 

１－１ アイコングループ 

１．新規作成 
新しい工事の積算を始める場合に 
クリックします。「積算条件設定」 
ウインドウを表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
積算の基礎データとなります。 
 
［歩掛区分］ 

「歩掛区分」（積算対象となる省庁）を一覧表示しますので、 
該当区分を番号入力するか、ダブルクリックし、番号を取り 
込んで下さい。 
 
 
［工事番号］ 

設計書の工事番号又は任意の番号を入力します。 
工事番号が登録ファイル名となりますので、必ず入力して 
下さい。 
工事番号が無い場合は［工事名］が登録ファイル名となります。 
 
 
 
 
［工事名］ 

設計書の工事名又は任意の工事名を入力します。 
［工事番号］及び［工事名］が無い場合は登録ファイル名が「工事番号［未定義］」となります。 
 
［工事箇所］ 

設計書の工事箇所又は任意の住所等を入力します。 
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［ユニット積算］ 

上記、項目につきましては、オプションをご契約されたユーザー様のみ御使用いただけます。 
使用方法につきましては、５章のオプションを参照願います。 
 
［工種区分］ 

「工種一覧」が表示されますので、該当工種を番号入力するか、ダブルクリックで番号を取り 
込んで下さい。 
 
 
 
 
 
 
［共通補正］ 

入力欄右端の▼ボタンをクリックすると、共通補正項目を一覧表示しますので、該当項目をク 
リックして取り込んで下さい。 
 
 
 
 
［現場補正］ 

入力欄右端の▼ボタンをクリックすると、現場補正項目を一覧表示しますので、該当項目をク 
リックして取り込んで下さい。 
 
 
 
 
［契約補正］ 

入力欄右端の▼ボタンをクリックすると、契約補正項目を一覧表示しますので、該当項目をク 
リックして取り込んで下さい。 
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［合併経費］ 

入力欄をクリックすると、「合併経費区分」 
を表示しますので、該当番号を入力するか、 
該当項目をクリックして番号を取り込んで 
下さい。 
［０：単独］を選択した場合は「単独」と表示します。 
［１：差し引き］を選択した場合には「工種一覧」を表示しますので、該当工種を選択して下さ

い。その番号及び工種名が表示します。 
［２：プール］を選択した場合にも「工種一覧」を表示しますので、該当工種を選択して下さい。

「２：プール」の場合には表示番号に１００を加えた番号と工種名が表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
［発注者］ 

予め登録している「発注者」リストを一覧表示しますので、 
該当項目をダブルクリックで取り込むか、直接入力欄にキー 
ボード入力して下さい。 
 
 
 
 
［小型車増］ 

入力欄右端の▼ボタンをクリックすると「割り増し」の 
有無を表示しますので、小型車割増の有無を選択して下さい。 
 
 
 
 
［諸経費率］ 

年度途中で率の変更が有る場合を想定して設けています。 
入力欄右端の▼ボタンをクリックすると、「率」を表示します 
ので、該当する率を選択して下さい。 
年度当初は「１：率（１）」「２：率（２）」共に同じ率を設定しています。 
別途案内があるまでは「１：率（１）」を選択して下さい。 
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［物価ファイル］ 

建設物価データの使用契約が必要となります。入力欄右端のフォルダをクリックすると「建設物 
価単価ファイル指定」ウインドウを表示しますので、該当ファイルを指定すると「ファイル名」

が［物価ファイル］に表示、同時に［物価 単価期］入力欄に最新の単価期を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 

［物価 単価期］ 

入力欄右端の▼ボタンをクリックすると、登録済みデータの単価期を一 
覧表示しますので該当単価期を選択して下さい。 
 
 
［資料ファイル］ 

「物価ファイル」同様に、積算資料データの使用契約が必要となります。 
利用方法は「物価ファイル」同様に操作して下さい。 
 
 
 
 
 
 
［単価区分］ 

入力欄右端の▼ボタンをクリックすると、複数の単価区分を一覧表示 
しますので、該当する単価区分を選択して下さい。 
「０：通常単価」 
明細入力時に選択した「単価区分」の単価を採用します。 
「１：平均単価」 
「建設物価」と「建設資料」の単価に相違があった場合に、両者の平均を単価として採用します。 
「２：最低単価」 
「建設物価」と「建設資料」の単価に相違があった場合に、安い単価を採用します。 
「３：最高単価」 
「建設物価」と「建設資料」の単価に相違があった場合に、高い単価を採用します。 
 
※ 建設物価、積算資料のデータはオプション商品で、別途購入の必要があります。 
購入契約されていない場合には、この項目の表示はされません。 
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［積算区分］ 

「積算区分」が表示されています。基本的には物件の状態を表示しているだけですので、選択の 
必要はありません。 
 
 
通常２段書表示される「変更物件」を「当初設計」 
同様、１段書で処理したい場合のみ、「２：変更積算」を「１：当初積算」に変更して下さい。 
 
［変更回数］ 

「積算区分」で「変更積算」を選択した 
場合に、何回目の変更か、「変更複写」時に自動でカウントアップされ表示します。 
「当初積算」を選択した場合には無視されます。 
 
［落札金額］ 

「変更」積算の場合に、変更元物件の「落札金額」 
を税別で入力します。 
変更積算時の変更請負率の計算に必要な為、 
当初（前回）の落札金額を入力する欄です。 
（「１：当初積算」の場合は無視されます。） 
 
［豪雪補正］ 

［風波補正］ 

補正が必要な場合は［補正］ボタンをクリックして、「補正係数」 
ウインドウを表示、該当数値の入力をして下さい。 
 
通常は入力欄を無視してカーソルが移動しますので、設定を継続 
して下さい。 
 
補正は、施工箇所等が山間僻地やかなり特別な場合を除き、一般 
的には適用する事はほとんど無いと思われます。 
通常は入力欄を無視してカーソルが移動しますので、設定を継続 
して下さい。 
 
［前払金率］ 
ウインドウ表示された中から該当する条件を選択するか、直接前払金 
のパーセンテージを入力して下さい。 
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［積算者］ 

物件毎に入力者の名前を入力することが出来ます。 
一度入力した氏名は自動登録され、入力欄右端の 
▼ボタンをクリックすると一覧表示され選択取込みが出来ます。 
 
［工期］ 

「工期」を入力しておきます。直接積算には関係ありませんが、入力した「工期」データは、印

刷資料及び「工程表作成システム 工程ギア」とのリンク時に利用されます。 
 
省庁条件選択（公共） 
【公共関連】 

 
 
 
 
 
 
 
［事務所］ 

「事務所」がウインドウ表示されますので、該当事務所を番号入力するか、ダブルクリックで選

択して下さい。 
 
 
 
 
 
 
［地域］ 

「地域」がウインドウ表示されますので、該当地域を番号入力するか、ダブルクリックで選択し

て下さい。 
 
 
 



土木積算システム 積算ギア                                 第１章 アイコンの説明 

 ９

 
［単価期］ 

入力欄右端の▼ボタンをクリックすると、単価期を一覧表示 
しますので、該当単価期をクリックで選択して下さい。 
 
 
 
［時間補正］ 

何らかの事情で時間的制約を受ける場合は、その度合いに応じて 
労務費の割増が認められています。 
画面右上の［補正］ボタンをクリックし、「公共関連」［時間補正］ 
に入力して下さい。 
 
 
 
 
【他の省庁】 

公共の積算中に他の省庁の代価が 
必要な場合は、それらの省庁の 
条件選択もしておきます。 
 
 
上記の説明は、［歩掛区分］が「公共」の場合の説明ですが、他の歩掛区分を選択した場合は、

多少内容は変わりますが同様に選択して下さい。 
 
プラス＆ 
本システムでは、他年度の歩掛を使用することが出来ます。 
使用する可能性がある場合は、他年度の何番目の単価期を 
使用するのか設定しておきます。 
画面右上の［計算］ボタンをクリック、「計算式オプション」 
ウインドウを表示し、使用する単価期の番号を入力［ＯＫ］ 
をクリックします。 
指定の無い場合は、８番目の単価期を使用します。 
 
 
［登録］ 
全ての入力が終了したら、画面右上の［登録］ボタンをクリックして 
下さい。「事業区分の新規作成」ウインドウを表示します。 
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［工種体系（Ｂ）］ 
入力欄右端の▼ボタンをク 
リックすると、「共通仮設費 
（工種）を使用しない」「共 
通仮設費（工種）を使用する」ふたつの選択項目を表示しますので、該当する項目をクリックし

て選択して下さい。 
 
◆ 共通仮設費（工種）を使用する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 共通仮設費（工種）を使用しない。 
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［本工事階層（Ｔ）］ 
本工事費内訳表の入力欄の入力表示形体を選択します。本システムでは、設計書同様の入力表示

を基本としていますので、階層表示が出来るようになっています。その際の表示階層数を選択し

ておきます。 
入力欄右端の▼ボタンをクリックすると、 
「レベル１～レベル５」まで一覧表示し 
ますので、該当する項目をクリックして 
選択して下さい。 
 
実際には次のようになります。 
 

「レベル１」（工種）まで 
 

      「レベル２」（種別）まで 
 
 
 
 
       （１本） 
 

                       （２本） 
         「レベル３」（細別）まで 
 
                                   「レベル４」 
 
 
 
 
         （３本） 
 
                              （４本） 
                 「レベル５」 
                       それぞれの点線が文字入力の開始位置と 
                       なります。 
                       開始位置（階層入力）の設定は、後で 
                       説明致します。 
 
 
           （５本） 
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［単価表階層（Ｍ）］ 

単価表を作成する場合に使用する階層の選択をします。本工事の階層の選択と同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［諸雑費丸め（Ｚ）］ 

「諸雑費丸め」の有無を選択します。 

 

 

 

 

［有り］の場合は、単位数量当たりの合計金額が、有効数字４桁になるように諸雑費を丸めます。 

 

［割戻し単価（Ｗ）］ 

単価表の割戻し単価を円止まりにするか、小数桁有りにするかを選択します。 

 

 

 

 

 

［金額の少数（Ｓ）］ 

金額表示を円止まりにするか、小数桁有りにするかを選択します。 

 

 

 

 

 

［事業区分（Ｊ）］ 

［工種階層ツリー］をクリックすると、「工種 

選択」ウインドウを表示します。 

「工種選択」ウインドウの［工種選択］をク 

リックすると「ファイルを開く」ウインドウ 

を表示し、国土交通省の工種別階層モデルを 

表示しますので該当工種を選択して下さい。 

選択した工種のモデルを階層表示しますので、 

実際に必要な項目の□をクリックし、チェッ 

クマークを表示して下さい。 
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その際、［工種選択］ボタンの 
右に表示しているフォルダを選 
択すると、選択したフォルダの 
階層までの表示となります。 
また、表示中の階層のそれぞれ 
の頭にある＋－表示をクリック 
して、個々に階層表示を変える 
事もできます。 
 
工種の選択が終了したら［ＯＫ］ 
をクリック、選択した工種階層 
が本工事内訳表に表示されます。 
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【明細入力】 
１）雛形を使用する場合 
「事業区分の新規作成」ウインドウで「工種階層ツリー」の雛形（国交省モデルの登録及びユー

ザーが自由に登録できます。）を選択すると、工事区分、工種、種別、細別／規格を表示します

ので、内容を確認し過不足を補いながら入力をして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）雛形を使用しないで明細入力する場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設計書を参考に同じように工事区分、工種、種別、細別／規格及び数量を入力して下さい。 
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明細未入力行をクリックすると「本工事内訳表－追加位置」ウインドウを表示します。 
このウインドウでは、入力する明細の階層 
を設定します。 
「事業区分の新規作成」で設定した階層位 
置のレベルまで階層を設定できますので、 
設計書に合わせて入力して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階層位置の選択は、左右の矢印をクリックするか、点線で区切られた区分をクリックすることで

選択できます。不可能な位置には移動しません。 
［ＯＫ］をクリックすると文字入力欄にフォーカスが移動しますので該当項目を入力して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
引き続き同様に入力して下さい。 
直工の入力終了後   をクリックし「経費設定」をして下さい。 

前の明細の１階層下

に設定（標準表示） 

前の明細と同じ階層

に設定 
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３）０円金額の表示 
各内訳書の中に「単価」未入力（０円）のものが有る場合に、階層表示欄の下に「金額０円リス

ト」表示欄を設け、０円の明細名（名称）を一覧表示します。 
一覧表示された名称をダブルクリックすると、０円のその名称のある代価表を呼び出し表示しま 
すので、単価を入力して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１.２ 三角マーク 
ボタンをクリックすると「条件設定」「ＯＣＲ取込み」 
の選択パネルを表示します。 
 
「条件設定」 
  アイコンを直接クリックした場合と同様に、「積算条件設定」ウインドウを表示します。 
 
「ＯＣＲ取込み」 
設計書の記載事項を積算ギアデータとして使用するためにＯＣＲで取り込む処理です。 
詳細は後述します。 
 
「ＰＤＦ取込み」 
設計書の記載事項を積算ギアデータとして使用するためにＰＤＦファイルで取り込む処理です。 
詳細は後述します。 



土木積算システム 積算ギア                                 第１章 アイコンの説明 

 １７

 
２．開く 
登録済の物件を呼び出す場合にクリックします。 
「ファイルを開く」ウインドウを表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［削除］ 
不必要な物件をクリックして選択し、［削除］をクリックすると「ファイルの削除の確認」 
ウインドウを表示します。 
［はい］をクリックすると、選択した物件が 
削除されます。 
 
［複写］ 
登録済の物件データを他の物件入力に利用したい場合に使用します。 
複写したい物件をクリックして選 
択し、［複写］をクリックすると 
「確認」ウインドウを表示します。 
［はい］をクリックすると「内訳 
複写処理」ウインドウを表示しま 
すので［複写後のファイル名］入 
力欄にファイル名を入力後［はい］をクリックすると、 
複写後のファイル名で複写されます。 
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［変更複写］ 
設計書に変更が加えられた場合に、積算の変更をする該当物件の複写を行うために使用します。 
変更前物件をクリッ 
クして選択し、［変更 
複写］をクリックす 
ると、「確認」ウイン 
ドウを表示しますので［はい］をクリック、 
「内訳変更処理」ウインドウを表示しますので［ＯＫ］を 
クリック、「登録中」のウインドウを表示、処理が終るまで 
待ちます。 
処理が終わると変更前物件の次の行へ物件が複写され、 
「区分」欄に「変更」と表示されます。 
この物件の内容を変更し、「変更積算書」を作成します。 
 
 
 
 
 
内訳書は２段表示 
となり上段（赤色 
表示）が変更前の 
数量・単価・金額 
です。 
 
［原価複写］ 
積算データの単価を原価に入れ替えた積算書を作成するために使用します。 
積算価格と原価での総額対比に利用出来ます。 
該当物件をクリックして選択し、［原価複写］をクリックすると「確認」ウインドウを表示しま

すので［はい］をクリック、「内訳原価変更処理」ウインドウを表示しますので［ＯＫ］をクリ

ック、「登録中」ウインドウを表示、処理が終わるまで待ちます。 
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処理終了後「原価見積の移行」ウインドウを表示します。 
このウインドウでは、労務単価、資材単価、機械損料、建設物価、積算資料の各単価をどの様な

条件で算出するのか選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択後［ＯＫ］をクリックすると複写元物件の次の行へ複写され「区分」には「原価」と表示さ

れます。 
 
 
 
内訳表は２段表示となり、上段（青色）に複写元の数量・単価・金額を表示し、下段に原価を表

示します。 
 
 
 
 
 
 
 
［予算複写］ 
該当物件の実行予算を算出するために使用します。操作は前述の「原価複写」とまったく同じ手

順で行います。 
 
 
 
内訳書は２段表示となり、上段（赤色）に複写元の数量・単価・金額を表示します。 
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［増減複写］ 
物件の積算結果を調整するために使用します。 
 
 
 
該当物件をクリックして選 
択し［増減複写］をクリックすると、「確認」 
ウインドウを表示しますので［はい］をクリ 
ック、「内訳増減複写処理」ウインドウを表示 
しますので［ＯＫ］をクリック、「登録中」ウ 
インドウを表示、処理が終わるまで待ちます。 
処理が終わると増減元物件の次の行に複写され 
「区分」欄に「増減」と表示されます。 
 
 
 
 
 
 
［参照先変更］ 
積算ギアをネットワーク運用したり、担当者別にデータフォルダを分けて使用したり、物件毎に

フォルダを換えて登録したりする場合に使用します。 
［参照先変更］をクリックすると「参照フォルダ変更」ウインドウ 
が表示しますので「参照」アイコンを 
クリックし、「フォルダの参照」ウイン 
ドウを表示します。 
後は Windows の操作で、該当するフォル 
ダを選択し［ＯＫ］で変更して下さい。 
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［全表示］ 
選択したフォルダに登録され 
ている物件を全て表示する場 
合に選択します。 
 
［検索］ 
フォルダに登録されている物件を条件抽出し表示します。 
［検索］をクリック 
すると歩掛及び各種条件 
を選択することができます。 
選択した条件に合う物件だけ 
を表示します。 
元の表示に戻す場合は［全表 
示］をクリックして下さい。 
 
［開く］ 
クリックした物件を開き、本工事「内訳表」画面に変わります。 
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［キャンセル］ 
物件選択画面（「ファイルを開く」ウインドウ）を終了し、ひとつ前の画面に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２.２ 三角ボタン 
メニューバー［ファイル（Ｆ）］をクリックするか、アイコンの中の▼ボタンをクリックすると、

最近使用したファイルが一覧表示されます。 
ファイルをクリックするとその工事の「本工事費内訳表」ウインドウを表示します。 
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３．上書き保存 
登録済みの工事を呼び出し内容の変更を行った場合に最新のデータに登録しなおします。 
 
４．印刷 
「積算書の印刷」ウインドウを表示 
します。 
 
【経費条件】 
［単独工事、合併工事の選択］ 
単独工事の場合はそのまま［集計］を 
行って下さい。 
合併工事を選択すると、画面表示内容 
が変わり、［合併工事費入力］ボタンが 
表示されます。 
ボタンをクリックすると「合併工事費設定」 
ウインドウが表示します。 
ウインドウには合併先工事の金額を直接入力するように 
出来ていますが、合併先工事が内訳データとして登録済 
みの場合には、該当工事を選択し取り込む事ができます。 
 
 
［合併先の選択］ボタンをクリックすると「合併先の 
選択」ウインドウを表示します。 
該当工事をダブルクリックし、対象として取り込み 
ます。 
選択終了後［ＯＫ］ボタンを 
クリックすると、選択した工 
事の金額が「合併工事費設定」 
ウインドウに取り込まれます。 
 
合併先工事が内訳データとし 
て対象工事の［直接工事費］ 
を入力し、該当項目に金額を 
入力します。 
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［集計・印刷］ 
経費設定等で設定した条件で集計 
をします。 
 
【単独工事の場合】 
［集計］ボタンをクリックすると、 
「当初積算書」ウインドウには 
「印刷処理」の項目を表示します。 
 
［単価表］ 
物件内に使用されている単価表 
が単価区分毎に表示されます。 
一覧表示されている単価表をダブルクリック 
すると、その明細を確認する 
ことが可能です。 
 
［印刷処理］ 
印刷に関して様々な設定をする事が 
できます。 
 
［直工に占める割合］ 
直接工事費総額に対するそれぞれの 
工事費の比率の印刷有無を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印刷ありを選択

した場合に数値

刷 さ
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［印刷有無］ 
表示項目の印刷有無を選択します。 
画面左上の［全選(択)／全解(除)］ボタンを 
クリックすることで、全ての項目にチェック 
マークを表示したり、消去したりできます。 
 
また、個々に指示することも可能です。 
チェックマークが表示されている項目を印刷 
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［頁数］ 
印刷するページ範囲の指定が可能です。 
 
［単価番号］ 
該当単価表が使用されている箇所の摘要欄もしくは単価表番号欄に「単価表番号」の印刷の有無

を指定できます。 
 
［印刷区分］ 
変更物件の場合に、□をクリックし、チェックマークを表示すると、その項目は変更になってい

る単価表のみ印刷します。 
 
［共通設定］ 
「金額有無」 
金額を抜いて印刷する場合に、□をクリックし 
チェックマークを表示して下さい。 
金額及び指定歩掛・指定単位の数量を印刷しません。 
「印字項目設定」 
チェックマークが表示されている項目を印刷し 
ます。 
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［□率の１式計上］ 
経費の数量が％で印刷されている場合、１式に変換して印刷します。 
 
「開始頁初期値」 
通し頁を設定している場合で、部分的に訂正印刷を 
する時に開始頁番号を入力します。 
 
「鏡データ変換」 
内訳書に変更があった場合に、鏡部分(エクセルファ 
イル)の情報（文字・金額）更新の有無を選択します。 
 
［詳細設定］ 
［詳細設定］ボタンをクリックすると「印刷詳細設定」ウインドウを表示します。 
 
「印刷詳細設定」 
「ページ指定印刷時の制御」 
「○付属のみ」の○をクリックし、ドットマークを 
表示すると、最上位の単価表に付属する単価表のみ 
印刷します。（本工事含む） 
例えば、第２号明細書のみ印刷した場合、施工単価 
表を 1～９９９９に設定していても、全て印刷され 
ない場合があります。 
「○全て印刷」の○をクリックし、ドットマークを 
表示すると、付属に関係無く、指定したページを印 
刷します。 
 
「カラー設定」 
□にチェックマークがついている場合は、カラー印刷されます。カラー印刷を行う場合は、プリ

ンタ及び書式設定がカラーに対応している必要があります。 
 
「フォント設定」 
内訳書印刷に使用するフォントの選択をします。 
入力欄右端の▼ボタンをクリックすると、ご利用できる 
フォント名を表示しますので、フォントを選択して下さい。 
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「□鏡印刷に適用」の□をクリックし、チェックマークを 
表示すると、鏡の印刷にも選択したフォントが適用されます。 
 
 
「網掛色設定」 
網掛を使用した場合の網掛色を選択 
します。 
入力欄右の升目模様をクリックする 
と「色の設定」ウインドウが表示さ 
れますので、色を選択して下さい。 
 
 
「作成者設定」 
内訳書に作成者（個人名や会社名）を印刷する場合に 
入力します。 
 
全ての設定が終了したら［ＯＫ］を、処理を中断する場合は［キャンセル］をクリックして下さ

い。 
 
［印刷初期値］ 
「印刷処理」内の各種条件の設定値を、基本設定で指定して 
いる初期値に戻します。 
 
［鏡確認］ 
【Excel】を起動し、鏡を 
表示します。 
記載事項の編集もできます。 
 
 
データが変換されるセル 
(コメントが設定されている) 
を編集した場合は、 
「鏡データ変換」のラジオ 
ボタンは「変換しない」を 
選択して下さい。 
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［鏡削除］ 
現在保存されている鏡データを削除します。 
［鏡削除］をクリックすると「情報」ウインドウを表示し、 
削除の確認を求められますので、よろしければ［はい］を、 
そうでない場合は［いいえ］を選択して下さい。 
 
 
［工事名編集］ 
「工事名編集」をクリックすると「工事番号・工事名等編集」ウインドウを表示しますので必要

な項目を編集（入力）して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［プレビュー］ 
実際の印刷レイアウトを画面上で確認できます。 
プレビューから印刷することもできます。 
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［印刷開始］ 
［印刷開始］をクリックすると 
「印刷設定」ウインドウが表示 
されますので、設定内容を確認 
後［ＯＫ］で印刷を開始して 
下さい。 
中止の場合は［キャンセル］を 
選択して下さい。 
 
 
 
 
［Excel 変換］ 
作成した内訳書データを Excel に転送し、表示します。 
 
［Excel 変換］をクリックすると、 
「Excel 転送」ウインドウを表示 
します。 
 
［ファイル名］ 
［参照］をクリックし変換する様式を 
選択します。 
 
［ＯＫ］ 
選択した様式に変換し、画面に表示 
します。 
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［合併工事の場合］ 
合併工事には差引計算によるものとプール計算によるものがあります。 
合併工事の内訳書を作成するためには、［積算条件］の「合併経費」で計算方法と合併対象工事

の工種を選択して下さい。 
ａ．差引計算による合併工事積算書 
全体工事の経費から対象工事の経費を差し引いて 
算出する経費計算方法を差引計算といいます。 
 
 
ポイント！ 
それぞれの経費の計算は次の方法で算出されます。 
ａ．全体工事の経費計算 
  全体工事の金額を対象とした経費率で算出します。 
ｂ．対象工事の経費計算 
  対象工事の金額を対象とした経費率で算出します。 
ｃ．今回工事の経費計算 
  全体工事の経費金額から対象工事の経費金額を差引いた金額が今回工事 
の経費金額になります。 
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ｂ．プール計算による合併工事積算書 
全体工事の経費率で算出する経費計算方法をプール計算といいます。 
 
ポイント！ 
それぞれの経費の計算は次の方法で算出されます。 
ａ．全体工事の経費計算 
  全体工事の金額を対象とした経費率で算出します。 
ｂ．今回工事の経費計算 
  今回工事の金額を全体工事の経費率をもとに算出します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［印刷処理］ 
単独工事とまったく同じ処理をします。 
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［低入］低入札価格（参考価格） 
見積りした金額に対して「低入札価格」 
を計算することができます。 
ただし、見積りした金額が発注者の 
予定価格と一致していることが 
前提です。 
また、計算方式は県及び市町村で 
異なる場合もありますので、予め 
御了承下さい。 
 
結果の印刷機能はありません。 
低入金額を予想するための機能です。 
 
［設定読込］ 
本システムでは、ユーザが自由に、印刷条件・ 
書式設定等を変更することが出来ますが、 
ご利用の際は販売店までご連絡下さい。 
 
変更後に元の状態（基本設定）に戻したい場合に選択します。 
 
［印刷設定］ 
専門的知識が必要ですので、ご利用の際には 
販売店までご連絡下さい。 
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１－２ アイコングループ 

 
１．歩掛区分 
省庁の変更が必要な場合に▼ボタンをクリックし、省庁（歩掛区分）一覧を表示し、 
変更する省庁を選択します。 
 
２．労務単価表 
内訳表単価区分（状態）を労務単価（桃色）にします。 
 
３．資材単価表 
内訳表単価区分（状態）を資材単価（淡水色）にします。 
 
４．機械損料表 
内訳表単価区分（状態）を機械損料（水色）にします。 
 
５．施工単価表 
内訳表単価区分（状態）を施工単価（黄色）にします。 
 
６．建設物価表 
内訳表単価区分（状態）を建設物価単価（緑色）にします。 
 
７．積算資料表 
内訳表単価区分（状態）を積算資料単価（緑色）にします。 
 
８．経費項目 
自分で経費項目（灰色）の設定ができます。 
通常使用する事はありません。 
 
９．単位表 
単位の一覧表ウインドウを表示します。 
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10．単語辞書 
単語（熟語）の登録ができます。 
 
［追加］（登録） 
登録単語の頭文字を選択します。 
例）か 
登録単語を入力します。 
例）仮設 
［追加］をクリックします。 
［確認］ウインドウを表示しますので 
［はい］で登録します。 
 
［検索］ 
登録単語を探します。 
単語の一部を入力します。 
 例）仮 
［検索］をクリックします。 
［仮］の字を含んだ単語を一覧表示 
します。 
該当単語をクリック、単語を入力欄 
に表示します。 
［コピー］をクリック、文字入力欄で［文字の貼り付け］。 
 
［変更］ 
変更元の単語を表示し、クリック、入力欄の 
単語を変更。 
 例）代価 → 単価 
［変更］で更新登録。 
 
［削除］ 
削除する単語を表示し、クリックして入力欄 
に表示し、［削除］をクリックします。 
 
「確認」ウインドウを表示しますので、 
［はい］で削除します。 
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１－３ アイコングループ 

 
１．条件変更 
計算式を含む施工単価の明細行にカーソルが移ると使用出来ます。 
明細行にカーソルがある時、アイコンをクリックすると計算式（条件選択）ウインドウを表示し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［確定］ 
表示している各選択項目の中から該当項目をクリックし［確定］をクリックすると次の選択項目

に移ります。 
 
［電卓］ 
選択項目の中で数値の入力が必要な場合に［電卓］を 
クリックするとテンキーを表示しますので、キーボー 
ドのテンキー同様にマウスで操作できます。 
 
［戻る］ 
直前の「選択項目」に戻ることができます。 
戻った項目は「未確定」の状態に戻ります。 
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２．計算結果 
計算式の選択した条件を確認する事ができます。 
計算式を含む施工単価の明細行にカーソルがある時、アイコンをクリックすると計算結果ウイン 
ドウを表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［計算式］ 
［代価表］ 
計算式または、代価表の印刷を行います。 
 
３．小型車割増 
小型車割増を行なう「施工単価」で 
［小型車割増］のアイコンをクリッ 
クし、「小型車割増」ウインドウを表示、 
［名称］には選択した「施工単価」の 
名称を表示していまので、 
［□小型車割増］の□をクリックし、 
チェックマークを表示した後、［ＯＫ］ 
ボタンをクリックします。 
  をクリックし下の階層へ移動します。 
 
「工事代価表」右上に「小型車割増」と 
表示し、対象となる単価の「区」には 
［小型車割増］マークを表示、単価が 
割増されています。 
「小型車割増」を取り消す場合は［小 
型車割増］のアイコンをクリック、パ 
ネルを表示、□をクリックしチェック 
マークを消去後［ＯＫ］をクリックし 
ます。 
これで、割増が無効となり通常単価に 
戻ります。 
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４．夜間割増 
簡易割増（通常単価×１.５）を行なう場合は、［1.5 倍］ボタンで、入力で割増が掛かります。

［通常］を押すと元に戻ります。 

．通常計算で割増を行なう場合は、［詳細］ボタンをクリックし、必要な数値を入力し［ＯＫ］

で割増が掛かります。［単位］列に   マークが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．潮待ち割増 
潮待の割増を行なう「施工単価」で［潮待］アイコンを 
クリックし、「潮待ち割増」ウインドウを表示、［名称］ 
には選択した「施工単価」の名称を表示していますので、 
［潮待ち割増率（％）］に該当数値を入力して下さい。 
 
ポイント！ 
「29.小型車割増」「30.夜間割増」「31.潮待ち割増」の設定は必要な階層の一番上で設定すれば従

属する階層全てに引き継がれます。 
極端に言えば「工事区分」の明細で設定しておけば全ての明細に有効となります。 
※ 全ての明細入力が終了した後、各種の割増を行なうと操作が簡単になります。 
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６．水替え計算 
「水替日数」（log 計算方式）の計算を 
行います。 
この処理を行う前に、予め水替の対象 
となる明細の入力をしておいて下さい。 
 
「水替日数計算」の必要がある場合、 
明細入力後［水替え計算］アイコンを 
クリックすると、「水替え」ウインドウ 
が表示されます。 
ウインドウには関係工種を示しています。 
細別毎に選択する場合は個々にパーセンテージを入力するとウインドウ下に 
「水替え日数： ＸＸ日」と表示します。 
［直行全て］を選択した場合は、直ちに計算しウインドウ下に「水替え日数： ＸＸ日」と 
表示します。 
 
日数計算が終了したら［ＯＫ］をクリックして内訳表画面に戻って下さい。 
 
今度は「水替工」を入力する工種（仮設工）を選択し、「内訳明細入力」ウインドウを表示しま

す。 
入力行を指定し［分類検索］をクリックし、大分類：仮設工、中分類： 
締切排水工を選択し、「締切排水工」をクリックすると一覧表示されますので、「ポンプ運転」を

ダブルクリックで選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
明細行に「ポンプ運転」を表示し、「数量入力欄」に、先ほど計算した「水替日数」が入力され

ます。 
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７．単価期更新 
単価期の更新処理を行なう場合に使用します。 
最下段の［全て更新］にチェックが表示されている 

場合は、選択されている事業区分全ての明細に有効 

となります。 

また、チェックが表示されていない場合、工種明細 

で行なえば、工種毎に事務所・地域・単価期を換え 

ることも可能です。 

 
最下段の［積算条件設定置き換え］にチェックが表 

示されている場合は、積算条件設定の内容を今回変 

更した内容に更新します。 

 
８．経費対象 
経費対象項目の変更を行なう場合に使用します。 
経費対象は必要な階層の一番上で行なって下さい。 
従属する階層全てに引き継がれます。 
極端に言えば「工事区分」の明細で行なえば全ての明細に 
有効となります。 
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１－４ アイコングループ 

 
１．マスタ検索 
代価及び各種単価を（単価区分で選択）検索する画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［使用年度］ 
検索データの対象年度の選択ができます。 
入力欄右の▼マークをクリックすると、選択可能な年度を一覧表示 
します。 
 
［省庁区分］ 
検索データの対象省庁の選択ができます。 
入力欄右の▼マークをクリックすると、選択可能な省庁名を一覧 
表示します。 
 
［単価区分］ 
検索データの対象単価の選択ができます。 
入力欄右の▼マークをクリックすると、選択可能な単価区分を一 
覧表示します。 
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［単価番号］ 
任意の単価番号を入力すると、任意の番号を頭にそれ以後の単価番号の代価、単価を一覧表示し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［カナ読み］ 
任意のカタカナ（半角）を入力すると、そのカタカナの文字列が含まれているカナ読みを持つ代

価、単価を一覧表示します。 
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［名称規格］ 
任意の名称及び規格を入力すると、その文字列が含まれる名称規格の代価、単価を一覧表示しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一度使用した検索文字列は記憶され，次回、入力欄 
右の▼マークをクリックすると使用した文字列とし 
て一覧表示します。 
 
［複合代価］ 
このボタンをクリックすると、複合代価が集められ一覧表示します。 
 
□検索キー順 
登録済の単価番号の変わりにユーザ独自の単価番号が必要な場合に、［検索キー］として登録が

出来ます。「単価番号」検索のとき、□にチェックマークを表示させると、独自の検索キーを対

象として検索することが出来ます。 
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□ユーザデータのみ 
「ユーザデータのみ」にチェックマークを表示すると、検索対象データはユーザ登録したデータ

のみに限定されます。 
 
 
 
 
 
 
□工種ツリーの表示（名称検索のみ有効） 
「工種ツリーの表示」にチェックマークを表示させ、どれかの入力欄をクリックすると、工種名

一覧を表示します。これらの工種を選択すると、内訳表には自動的に工種ツリーが入力されます。 
新規入力の際にはかなり便利な機能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェックが消えると

名称検索時にもデー

タは表示 
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□機械運転表示あり 
「機械運転表示あり」にチェックマークを表示させると、検索データの中に機械運転データも一

緒に表示してくれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［ヘルプ］ 
 
［名称更新］ 
 
［検索中止］ 
 
［複数選択］ 
検索後の一覧データの中から、一度に複数のデータを選択することが出来ます。 
使用したいデータをクリック、青色バック表示にした後［複数選択］をクリックすると、画面下

の緑色表示枠に選択したデータが蓄積されます。この操作を繰り返して希望する複数のデータを

選択します。 
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選択したデータは、表示欄左の矢印で順番を入れ替える事が出来ます。 
該当データをクリックし、青色表示にした後矢印で移動させてください。 
選択後に［ＯＫ］をクリックすると内訳表に選択したデータが取り込まれます。 
［キャンセル］をクリックすると、検索処理は中止、もとの内訳表画面に戻ります。 
 
［ヘルプ］ 
 
［名称更新］ 
 
［検索を中止］ 
 
２．経歴検索 
お客様が経歴データとして登録したものを検索する場合に使用します。 
入力条件、単価も保存されている。 
 
３．参照検索 
お客様が参照データとして登録したものを検索する場合に使用します。 
コードのみ保存、条件・単価は呼び出し後入力します。 
 
４．経歴登録 
入力した明細データを経歴として登録出来ます。 
登録したい明細の行にカーソルを合わせ［経歴登録］をクリックします。 
その行の明細（代価）が経歴として登録されます。 
 
５．参照登録 
よく使用する明細のコードのみを登録します。 
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１－５ アイコングループ 

 
１．追加 
明細行の追加をします。追加は階層の属性とも関連して行われますのでご注意下さい。 
「追加」は指示した明細行の次（下）に新しい明細行が作られます。 
１.２ 三角ボタン 
ボタンをクリックすると、「追加作業」パネルを表示 
します。 
 
［明細を下に追加］（Ｆ２） 
明細行を指示して［明細を下に追加］をクリックすると、 
指示した明細行の次（下）に 
新しい明細行が追加されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［明細を上に挿入］（Shift＋Ｆ２） 
明細行を指示して［明細を上に挿入］をクリックすると指示した明細行の前（上）に新しい明細

行が挿入されます。 
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［従属階層追加］（Ｆ３） 
明細行を指示して、［従属階層追加］をクリックすると、指示した明細行の次(下)に新しい従属明

細行が追加されます。 
但し、本工事内訳表の表示階層内で指示した明細行より下に入力が無い等の条件を満たした場合

のみ使用できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［追加ウインドウを開く］（Ctrl＋Ｆ２） 
指示した階層に対して、「同じ階層の新しい明細行を追加又は挿入する」または「一つ下の階層

に新しい明細行を追加する」を選択し、新しい明細行の「名称」も同時に入力できます。 
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［事業区分を追加］ 
「現在物件階層」の「事業区分」をクリックし、［編集］より［追加］→［事業区分を追加］を

選択し、「事業区分の新規作成」ウインドウを表示しますので、［ＯＫ］をクリックすると「現在

物件階層」の階層表示の最後に、新しい「事業区分」が追加されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．削除 
指示した明細行を削除します。アイコンをクリックすると、「確認」ウインドウを表示しますの

で［はい］又は［いいえ］を選択して下さい。 
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３．切り取り 
指示した明細行の入力データを全部切り取りますが、切り取った行のデータは、［貼り付け］を

実行した時に消去されます。切り取りの処理だけではデータは消去されません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．コピー 
指示した明細行を複写元として指定できます。 
ポイント！で説明していますが、明細行を指定すると、その下の従属階層全て含めて指定した事

になります。 
 
５．貼り付け 
［切り取り］又は［コピー］で指定した 
明細行のデータを任意の未入力明細行に 
複写することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポイント！ 
「追加」「挿入」「削除」「切り取り」「コピー」「貼り付け」等の処理をする場合は、階層の属性

と関連して処理されますのでご注意下さい。 
指示した明細行に従属する階層がある場合は一緒に処理されます。 
また、処理は画面左の「現在物件階層」表示でも同様に処理できます。 
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１－６ アイコングループ 

１．積算条件 
アイコンが使用可能の場合にクリック 
すると、「積算条件設定」ウインドウ 
を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．事業区分 
アイコンが使用可能の場合にクリックすると、 
「事業区分変更」ウインドウを表示します。 
 
※１．２．は現在物件階層（ツリー）を選択 
時使用可能。 
 
 
 
 
３．経費設定 
「経費設定」ウインドウを表示します。 
経費項目と経費条件の設定をします。 
 
［階層位置］～［制御単位］は、画面左側の 
個々の経費項目について設定を行なう事がで 
きます。 
□にチェックマークが表示されている項目が 
内訳表に経費項目として表示されます。 
経費計算以下の項目は、経費計算条件を設定 
します。 
物件内容により経費条件の入力項目数が変動 
します。 
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 ５１

 
［階層位置］ 
経費の表示位置を選択します。 
 
［単位名称］ 
単位を入力します。 
 
［単位係数］ 
単位係数を入力します。 
 
［金額丸め］ 
「金額の丸め」の条件を選択します。 
 
［金額制御］ 
制御の条件を選択します。 
 
［制御単位］ 
制御する単位（金額）を選択します。 
 
［経費計算］ 
「標準計算」または「率指定」を選択します。 
 
［工事区分］ 
使用する経費率(工事区分)を選択します。 
 
［ユニット積算］ 
上記、項目につきましては、オプションをご契約 
されたユーザー様のみ御使用いただけます。 
使用方法につきましては、５章のオプションを参照願います。 
 
［共通補正］ 
共通仮設費率の補正区分を選択します。 
 
［現場補正］ 
現場管理費率の補正区分を選択します。 
 
［前払金率］ 
前払金率を選択することにより、一般管理費率の補正値（前払金補正値）が表示されます。 
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 ５２

 
［前払金補正値］ 
入力欄右の   マークをクリックすると補正値を計算表示します。 
 
［契約補正］ 
契約保証費率の補正区分を選択します。 
 
 
 
 
［諸経費率］ 
経費率の選択をします。 
 
 
［Image-Up］ 
イメージアップ費率の計上区分を選択します。 
 
 
 
 
［海上輸送］ 
 
［積雪補正］ 
 
［安全費］ 
        各積算基準に応じて、表示、非表示となります。 
［環境対策］ 
 
［現場管理］ 
 
［無償貸与] 
 
４．経費削除 
内訳表入力データの中から経費項目のみ消去することが出来ます。 
［経費削除］アイコンをクリックすると 
「確認」ウインドウを表示しますので、 
［ＯＫ］をクリックして下さい。 
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ポイント！ 
経費設定、経費削除は事業区分単位で行なわれます。 
事業区分が複数有る場合は区分名を確認して実行してください。 
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第２章 メニューバーの説明 
機能名の横にアイコンを表示しているメニューの説明は省略しています。 

２－１ ［ファイル（Ｆ）］ 

１．新規作成（Ｎ） 

２．ＯＣＲ取り込み（Ｔ） 

第４章 その他の説明参照 

３．ＰＤＦ取込み（Ｐ） 

４．開く（Ｏ） 

５．閉じる（Ｃ） 

現在画面上に展開している物件を終了する。 

６．上書き保存（Ｓ） 

７．名前をつけて保存（Ａ） 

初めて登録する場合や、呼び出したデータを 
別の物件として登録したい場合に選択します。 

８．Excel ファイル起動 

Excel で作成した計算表を起動。選択すると 
「Excel のファイルの選択」ウインドウを 
表示しますので、該当ファイルを選択して下さい。 
※事前に複雑な計算を必要とする内訳を作成 
する場合に計算表を作成しておくと便利です。 

９．内訳表印刷（Ｐ） 

１０．ユニット内訳書エクセル変換 

上記、項目につきましては、オプションをご契約されたユーザー様のみ御使用いただけます。 
使用方法につきましては、５章のオプションを参照願います。 

１１．終了（Ｘ） 

積算ギアを終了します。 
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２－２ ［編集（Ｅ）］ 

１．積算条件設定   （Shift＋F1） 

２．事業区分   （F1） 

３．経費設定 

４．経費削除 

５．追加 

 
 
 
 

６．削除 

７．切り取り 

８．コピー 

９．貼り付け（Ｐ） 

10．元に戻す 

11．労務費計（［Shift］と［Ｆ５］） 

使用頻度が多い「労務計」の明細を一発入力します。 
明細行の単価区分が「資材」の場合に表示します。 
 
 
 

12．材料費計（［Shift］と［Ｆ６］） 

労務計と同様です。 
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13．上記合計（［Shift］と［Ｆ７］） 

労務計同様です。 

14．単価区分 

未入力行または単価区分の変 
更が可能な行で表示します。 
単価区分を指定します。 
アイコン                と同じです。 
 

15．計算呼出 

数量計算が必要な場合に、計算 
式を Excel で作成しておき、必 
要な場合に呼び出します。 
この機能を使用するには、計算 
式の設定が必要です。 

16．数量入力 

明細入力をする場合に「数量」のみ連 
続して入力する機能です。 
 

17．プロパティ（Shift＋F3） 

様々な変数設定が可能となっています。 
「プロパティ」ウインドウを表示します。 
 
※ 使用する事はほとんどありません。 
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２－３ ［検索（Ｓ）］ 

１．文字列検索 

 
 
［検索］→［文字列検索］を選択すると、検索文字列入力画面が表示されます。現在、

開いている物件の中で入力した文字列を含む内容を検索します。検索したい文字列を

入力して【ＯＫ】ボタンを押して下さい。 
 
 
 
 

２．マスタ検索 

 
 
 
 
 

３．経歴検索 
 
 
 

４．参照検索  （Shift＋F9） 

 
 
 
 
 
 
 

５．ユニット検索 

上記、項目につきましては、オプションをご契約されたユーザー様のみ御使用いただけます。 
使用方法につきましては、５章のオプションを参照願います。 
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２－４ ［登録（Ｕ）］ 

１．経歴登録 

２．参照登録 

３．工種階層登録 

入力した内訳書の工種階層を雛形として登録します。 
登録した工種階層は新規作成時に「事業区分の新規作成」ウインドウの［事業区分］で［工種階

層ツリー］ボタンをクリックすると登録フォルダが表示され、登録した工種階層を選択できます。 
 
 
 
 
 
 
 
登録の際「登録名」は「事業区分名」で登録されます。同じ事業区分名がある場合は更新登録さ

れますのでご注意ください。 

４．ユニットプライス登録 

上記、項目につきましては、オプションをご契約されたユーザー様のみ御使用いただけます。 
使用方法につきましては、５章のオプションを参照願います。 

５．単価番号更新 

明細入力を行なうと単価番号が自動付番され 
ますが、後で変更等を加えた場合に単価番号 
のつじつまが合わなくなる場合が想定されます。 
そのような場合に「単価番号更新」で改めて 
単価番号の振り直しをします。 

６．経費率自動更新 

積上げ金額（直工・共通仮設等）の変動に伴う各経費率の計算をする・しないの設定

です。対象額単価及び金額は変動します。 

７．経費金自動更新 

積上げ金額（直工・共通仮設等）の変動に伴う各経費行の計算をする・しないの設定

です。経費率及び対象額単価は変動します。 
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２－５ ［表示（Ｖ）］ 
現在物件階層と本工事費内訳表に切り替えた場合の“表示“が違います。 
 

［現在物件階層］ 

１．設計書［環境設定］ 

設計書に関する設定です。 
経歴及び他物件から取り込んだデータを現在物件の条件に合わせるための処理です。 
「入力関連」 

［適用の入力有無］ 

 

 
 
「印刷関連」 

［単価番号振付けの自動更新］ 

 
 
「単価更新」 

［小型車割増］ 

 
 
［手入力単価（マスタ単価と違うもの)］ 

 
 
［変更処理後単価０円になる場合］ 

 
 
 
［明細の単価区分が条件と違う場合］ 

 
 
 
［旧年度データの変更］ 
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２．工種階層ツリー 

３．進捗管理転送 

進捗ギアへデータを転送する処理です。 
 

［本工事費内訳表］ 

１．フォントサイズ 

本工事費内訳表の文字の大きさを選択します。 
[フォントサイズ]を指示すると、「フォントサイズ」一覧 
を表示しますのでサイズを選択して下さい。 
 
 
 
 

２．フォント書体 

本工事費内訳表の文字の種類を選択できます。 
[フォント書体]を指示すると、「フォント書体」一覧を表 
示しますので任意の書体を選択して下さい。 
 
 
 
 

３．設計書［環境設定］ 

 
 
 
 
 
 

４．工事概要 
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５．単位表 

 
 
 
 
 
 
 
 

６．単語辞書 

 
 
 
 
 

７．条件変更 

 
 
 
 
 

８．計算式結果 

 
 
 
 
 

９．計算式桁制御 

単価の表示桁数の設定 
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１０．小型車割増 

 
 
 
 
 

１１．夜間割増 

 
 
 
 
 

１２．潮待ち割増 

 
 
 
 
 

１３．水替え計算 

 
 
 
 
 

１４．数量／単価増減 

 

１５．単価期更新 
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１６．経費対象 

 
 
 
 
 

１７．林野歩掛の労務変更 

林野歩掛の労務を差し替える処理です。 
 
 
 
 

１８．機械損料の変更 

単価区分が「機械損料」の場合に表示します。 
 
 
 
 
 

１９低入札価格 

上記、項目につきましては、オプションをご契約されたユーザー様のみ御使用いただけます。 
使用方法につきましては、５章のオプションを参照願います。 
 
 

２０．金抜き時数量印刷表 
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２－６ ［マスタ設定（Ｍ）］ 
上記設定は、本システムを運用する上で基幹となります。 
変更が必要な場合は別途ご説明致します。 

１．システム項目設定（Ａ） 

２．単位マスタ設定（Ｂ） 

３．工種マスタ設定（Ｃ） 

４．発注者マスタ設定（Ｅ） 

５．地域マスタ設定（Ｆ） 

６．船舶係数設定（Ｇ） 

７．分類マスタ設定（Ｈ） 

８．諸経費率設定（Ｉ） 

９．資材単価表設定（ユーザー登録用）（Ｕ） 

既存の資材データ以外にユーザーが必要と思う資材を登録できます。 
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「単価番号」 

「代価・単価のコード体系」にあるよう 
に、ユーザー資材は（Ｕ）を頭文字に７ 
桁の英数字をコード（番号）としています。 
新規登録のための「空コード」は［空番］をクリックすると、自動的に「単価番号」欄に表示さ

れます。 
 
［新規登録／追加変更］ 

新規の登録や登録済みのユーザー資材を追加変更 
をする場合に選択します。 
 
［削除］ 

登録済みのユーザー資材を削除する場合に選択します。 
当然この場合には、「単価番号」は削除したい登録済みコードを選択しておきます。 
 
［読込］ 

直前に登録した「資材単価」のデータを利用したい場合に選択します。一時記憶されたデータは

画面右側の「記憶内容」に表示します。 
この記憶データの活用方法を「記憶情報」で選択することができます。 
 
［記憶］ 

「記憶情報」で、どちらの記憶方法を選択していても、［記憶］をクリックすると、その時のデー

タが記憶情報として更新されます。 
 
「記憶情報」 

「登録時更新」 

記憶データは新しく「資材単価」の作成、登録をしたデータと入れ替わって記憶されます。 
 
「固定」 

記憶データは、「固定」を選択した時点の「資材単価」データを引き続いて記憶しつづけ、新規登

録をしても更新されません。 
 
「単価番号」を入力後、［読込］を選択すると、「記憶データ」が自動入力されます。 
必要な修正を行ない、修正終了後［登録］を選択すると、登録されます。 
この際に、「記憶情報」を［登録時更新］を選択していれば、今登録したデータが記憶情報として

残り、［固定］が選択されていれば、［読込］で呼び出されたデータが引き続き記憶情報として残

ります。 
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［検索キー］ 

検索時にキーとして使用できる文字列を入力します。 
 
［カナ読み］ 

「カナ読み検索」の場合にキーとなる文字を半角カタカナで入力します。 
 
［名  称］ 

資材の名称を入力します。 
 
［規  格］ 

寸法等を入力します。 
 
［単位］ 

入力欄をクリックすると、「単位一覧」ウインドウを表示 
しますので、その中から該当する単位を選択して下さい。 
該当する単位が無い場合は、直接入力も可能です。 
 
［単価］ 

単価を入力します。 
 
［分類番号］ 

大分類、中分類、小分類と、それぞれウイ 
ンドウ表示されますので、登録しようとす 
る資材単価がどの分類に属するもの 
か選択して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 

登録単価を一覧表示する場合に、自由

に順位付けすることができます。 
順位付けしたい場合には、ここにその

番号を入力します。 
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［費用区分］ 

リスト表示された区分のなかから選択して下さい。 
 
 
 
 
 
 
［摘要上段］ 

［摘要下段］ 

備考欄ですが、明細書印刷時に印字されます。 
 
以上の入力が終了したら［登録］をクリ 
ック、登録データは「記憶内容」に移り 
ます。 
引き続き資材の登録があれば同 
様に、無ければ［終了］をクリ 
ック「確認」ウインドウを表示しますので［はい］又は［いいえ］を選択して下さい。 
［はい］を選択すると登録した資材単価が登録前に指示していた明細行に挿入されます。 
 

10．施工単価表設定（ユーザー登録用）（Ｖ） 

既存の代価データ以外に、ユーザーが必要と思う代価を登録できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木積算システム 積算ギア                                   第２章 メニューバーの説明 

 20

 
［単価番号］ 

「代価・単価のコード体系」にあるように、ユーザー代価は（Ｄ）を頭文字に７桁の英数字をコ

ード（番号）としています。 
 
新規登録のための「空コード」は［空番］をクリックすると自動的に「単価番号」欄に表示され

ます。 
 
 
 
［新規登録／追加変更］ 

「空コード」を入力すると、［新規登録］が表示されますので、クリックで選択します。 
 
 
 
 
 
 
「特殊機能」 
［運転］ 

 

［結果］ 

 

［桁制御］ 

明細数量の桁数設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
［削除］ 

登録済みのユーザー代価を削除する場合に選択します。 
当然この場合には、「単価番号」は削除したい登録済みコードを選択しておきます。 
 
［読込］ 

直前に登録した「施工単価」のデータを利用したい場合に選択します。 
この記憶データの活用方法を「記憶情報」で選択することができます。 
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［明細］ 

データ登録済の「単価番号」を選択すると表示されます。「単価番号」を選択後［明細］をクリッ

クすると、カーソルは「明細入力欄」へ移動します。 
 
［計算］ 

データ登録済の「単価番号」を選択すると表示されます。「単価番号」を選択後［計算］をクリッ

クすると、その「施工単価」に計算式が設定されている場合には、計算式（条件選択）ウインド

ウを表示します。 
 
［記憶］ 

「記憶情報」で、どちらの記憶方法を選択していても、［記憶］をクリックすると、その時のデー

タが記憶情報として更新されます。 
「記憶情報」 

「登録時更新」 

記憶データは新しく「施工単価」の作成、登録をしたデータと入れ替わって記憶されます。 
 
 
「固定」 

記憶データは、「固定」を選択した時点の「施工単価」データを引き続いて記憶しつづけ新規登録

をしても更新されません。 
「単価番号」を入力後、［読込］を選択すると、「記憶データ」が自動入力されます。必要な修正

を行ない、修正終了後［登録］を選択すると、「単位」「単位当たり数量」に登録します。 
この際に、「記憶情報」を［登録時更新］を選択していれば、今登録したデータが記憶情報として

残り、［固定］が選択されていれば、［読込］で呼び出されたデータが引き続き記憶情報として残

ります。 
 
 
 
 
［検索キー］ 

検索時にキーとして使用できる文字列を入力します。 
 
［分類番号］ 

「資材単価」同様、大分類、中分類、小分類と、それぞれウインドウ表示されますので、登録し

ようとする施工単価がどの分類に属するものか選択して下さい。 
 
［カナ読み］ 

「カナ読み検索」の場合にキーとなる文字を半角カタカナで入力します。 
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［名  称］ 

名称を入力します。 
 
［規  格］ 

寸法等を入力します。 
 
［摘要上段］ 

［摘要下段］ 

備考欄ですが、明細書印刷時に印字されます。 
 
［メ  モ］ 

備考欄的な入力枠です。 
 
［施工数量］ 

現在は未使用です。 
 
「機能／検索」 

明細入力時のデータ検索の為の各種検索方法選択ボタンです。 
 
 
 
 
［切替］ 

［切替］ボタンをクリックすると、「モード切 
替」ウインドウを表示します。 
ここでは、どの歩掛基準のどの単価を使用す 
るか選択します。 
 
［コード］［カナ］［名称］［分 類］ 

データを検索する方法です。 
どのボタンを選択しても、同 
じ検索ウインドウを表示しま 
す。 
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「特殊機能」 

［挿入］ 

入力済の行間に行を挿入するボタンです。 
明細行をカーソル指示し、［挿入］ボタンをクリックすると、指示していた行の上（前）に新しい

明細行を表示します。 
 
［制御］ 

諸雑費の対象を個(行)別に設定する場合及び機械損料の損料計算方法を設定する場合に使用しま

す。 
 
［特殊］ 

１つの明細が異なる２つの諸雑費対象となる場合に使用します。 
 
［労務］ 

「労務計」の入力をします。 
「単価番号」Ｙ９９９７     
「名  称」労務計 
「単  位」％ 
「数  量」0.000 が表示されます。 
［材料］ 
「資材計」の入力をします。 
「単価番号」Ｙ９９９８     
「名  称」資材計 
「単  位」％ 
「数  量」0.000 が表示されます。 
 
［上記］ 

「上記計」の入力をします。 
「単価番号」Ｙ９９９９     
「名  称」上記計 
「単  位」％ 
「数  量」0.000 が表示されます。 
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【明細入力】 

「内訳明細書入力」の要領で入力し、代価を作成して下さい。 
代価明細入力が終了すれば［登録］をクリックし「単位」及び「単位当り数量」を入力後、登録

して下さい。 
登録すると、カーソルは再度先頭の「単価番号」欄に戻りますので、次のユーザー代価を登録し

て下さい。 
 
以上の入力が終了したら［登録］をクリック、登録データは「記憶内容」に移ります。 
引き続き代価の登録があれば同様に、無ければ［終了］をクリック「確認」ウインドウを表示し

ますので［はい］又は［いいえ］を選択して下さい。 
［はい］を選択すると登録した施工単価が登録前に指示していた明細行に挿入されます。 
 

11．労務単価設定（Ｊ） 

12．機械損料設定（Ｋ） 

13．資材単価設定（Ｌ） 

14．施工歩掛設定（Ｍ） 

15．船舶機械設定（Ｎ） 

16．代価表制御（Ｒ） 

17．検索キー設定（Ｔ） 

18．備考一括設定（Ｕ） 

19．名称ファイル作成（Ｙ） 

20．プロパティ設定（Ｐ） 

21．環境マスタ設定（Ｓ） 
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２－７ ［物価資料（Ｂ）］ 

１．単価変換（Ｆ） 
２．建設物価番号設定（Ｄ） 
３．建設物価単価設定（Ｂ） 
４．建設物価分類設定（Ａ） 
５．積算資料単価設定（Ｙ） 
６．積算資料分類設定（Ｚ） 
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２－８ ［印刷処理（Ｐ）］ 

１．集計表印刷（Ａ） 

集計表として次の様な資料を印刷できます。 
１．「集計表」 

工事費の集計表 
  工種別に労務費、材料費等の費用区分 

毎に数量・金額を集計した一覧表 
２．「総括表」 

工事費の総括表 
  工種別に労務費、材料費等の小計及び 

比率を集計した一覧表 
３．「使用材料」 

使用材料の集計表 
  使用している材料を品名毎に集計、数量・金額の一覧表 
４．「二次製品」 

二次製品の集計表 
  二次製品を品名毎に集計、数量・金額の一覧表 
５．「使用機械」 

使用機械の集計表 
  使用している機械を機種別に集計、数量・金額の一覧表 
 
［集計表印刷］を選択すると「集計表印刷」ウインドウを表示します。 
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【集計表】 

集計有無（集計する代価を選択） 
ホルダーマークをダブルクリックする毎に○印と×印が変わります。 
○印は集計、×印は除外します。 
 
「印刷条件設定」 
集計表、総括表、使用材料、二次製品、使用機械の各集計表の印刷形態の選択をします。 
 
［印刷］ 
「印刷条件設定」で選択した条件通りに集計表の印刷をします。 
 
［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ 

［印刷］で印刷する集計表等と同じ内容を画面表示します。 
 
［Excel］ 

［Excel］をクリックすると、集計データを Excel に転送し、 
画面表示します。（次頁参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［プレビュー］をク

リックするとそれぞ

れ画面で確認できま

す。 
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【原価入力】 

原価（自社単価）データを必要とする場合は、全ての資料の選択入力が終わった時点で［原価入

力］タブをクリックして下さい。「原価入力」画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使用している原価関連明細が費用区分毎に一覧表示され、各行の上段に表示されますので、参考

にして下段の入力欄（黄色）に原価を入力して下さい。 
入力した原価は、集計表を原価有りで印刷した場合に集計結果へ反映されます。 
なお、入力した原価は、そのまま原価マスタに自動登録されますので、予め原価をマスタ登録す

る事なく、簡単に自社単価での資料作成ができます。 
また集計結果は画面にも表示されます。 
 
［余白設定］ 

印刷位置の設定ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
綴じ代設定等の折にご利用下さい。 

[Excel]をクリックする

と Excel にデータを転

送し、画面表示します。 

3５mm 

上余白 20mm 

左
余
白 
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２．代価数量一覧表（Ｂ） 

代価毎に数量を集計、一覧表として印刷します。 
［代価数量一覧表］をクリックすると、「代価数量一覧表」ウインドウを表示します。 
 
［印刷］ 

一覧表を印刷します。 
 
［ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ］ 

［印刷］で印刷する一覧表と同じ内容を画面表示します。 
 
 

３．単価一覧表印刷（Ｃ） 

各種単価の一覧表を印刷します。 
［単価一覧表印刷］をクリックする 
と「単価一覧表印刷」ウインドウを 
表示します。 
 
［印刷選択］ 

入力欄右端の▼マークをクリックす 
ると単価名を一覧表示しますので該当単価名をクリックして下さい。 
 
［印刷範囲］ 

コード範囲を指定することで印刷範囲を指定できます。 
コード範囲が分からなかったり、 
全部を印刷する場合は無視してかまいません。 
 
［印刷区分］ 

通常印刷または比較印刷を選択します。通常印刷の 
場合には、「印刷単価期」で指定した単価期の単価を 
印刷またはプレビュー表示します。 
 
比較印刷の場合は、比較元単価期と比 
較先単価期を指定します。 
 
指定コード範囲内で指定単価期に差があるものをリストアップします。 
単価一覧表印刷では、労務単価、資財単価、地区単価、機械損料、施工単価の印刷ができます。 
基本的な使い方は同じです。 

通常印刷 

比較印刷 
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４．工事費内訳書（Excel）（Ｇ） 

「工事費内訳書印刷」ウインドウを表示します。 
 
［発注者］ 

積算条件設定の発注者を表 
示します。または発注者を 
入力して下さい。 
 
［路線名等］ 

印刷処理の工事名編集で入 
力した路線河川（下段）を 
表示します。または路線名 
等を入力して下さい。 
 
［印刷日付］ 

常に本日日付になっています。日付の変更が必要な場合には、それぞれの入力欄右の▼マークを

クリックして該当年月日を選択して下さい。 
 
［入札番号］ 

積算条件設定の工事番号を表示します。または入札番号を入力して下さい。 
 
［入札金額］ 

金額を入力して下さい。 
 
［エクセル書式］ 

入力欄右の▼マークをクリックすると書式を一覧表示 
しますので、該当書式を選択して下さい。 
 
［∑単価有り］（［Σ単価無し］） 

単価欄を表示（印刷）する、しないを選択します。 
 
［ＡMS ｺﾞｼｯｸ］（［AMS 明朝］） 

印刷書体の選択（明朝 or ゴシック）をします。 
 
［印刷］ 

工事費内訳書を印刷します。 
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［プレビュー］ 

［印刷］で印刷する工事費内訳書と同じ内容を画面表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［Excel］ 

Excel で表示するためにデータの転送をします。 
［Excel］をクリックすると「エクセル転送」ウインドウを表示します。 
［ＯＫ］を選択すると転送されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．農政局内訳書（Excel）（Ｍ） 

６．プリンタ設定ファイル削除（Ｌ） 

７．印刷設定（基本書式）（Ｊ） 

８．印刷設定（現在物件）（Ｋ） 
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２－９ ［特別処理（Ｔ）］  

１．マスタ削除処理（Ｄ） 

 
 
 
 
 
 
 
 

２．物件データの保存（Ｂ） 

不慮の事故に備えて、物件データの保存を取る処理です。 
［物件データの保存］を選択すると 
「物件データの保存」ウインドウを表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［保存先］ 

入力欄右の    マークをクリックすると「フォルダの参照」 
ウインドウを表示しますので、他の Windows ソフトと同様の 
操作で「保存先」を選択して下さい。 
 
「保存物件の選択」 

「ファイル名（物件名）」の前の□をクリックするとチェックマークを表示します。 
チェックマークを表示している物件のデータがバックアップ対象となります。 
チェックマークは再度クリックすると無くなります。 
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［参照先変更］ 

表示フォルダがバックアップしたいファイルが存在するフォルダと異なっている場合［参照先変

更］をクリックします。 
「参照フォルダ変更」ウインドウを表 
示します。 
［参照フォルダ］表示欄右の   を 
クリックすると「フォルダの参照」ウインドウを表示しますので、該当を選択して下さい。 
 
［全表示］ 

［検索］で、絞込み表示した状態を元の表示に戻します。 
 
［検索］ 

対象ファイル（物件）を探しやすいように条件検索し絞込み表示します。 
 
［実行］ 

バックアップを始めます。 
 

３．物件データの呼出（Ｒ） 

バックアップデータをＰＣ本体に戻す処理です。基本的にバックアップと同様の処理方法になり

ます。 
 
［リストア元］ 

バックアップの保存先を指定します。 
 
［リストア先］ 

データを戻すフォルダを指定します。 
 
［ファイル一覧］ 

リストア処理するファイルを一覧表示します。 
 
［全表示］ 

［検索］で、絞込み表示した状態を元の表示に戻します。 
 
［検索］ 

対象ファイル（物件）を探しやすいように条件検索し絞込み表示します。 
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［実行］ 
リストアを開始します。 
 

４．マスタ移行【バックアップ】（Ａ） 

５．マスタ移行【リストア】（Ｃ） 

６．単価月複写処理（Ｉ） 

７．テキスト版計算式設定（Ｋ） 

８．ユニット型計算式設定（Ｕ） 

９．コンポーネント版計算式設定（Ｇ） 

１０．労務単価一括入力（Ｌ） 

１１．資材単価一括入力（Ｍ） 

１２．市場単価一括入力（Ｎ） 

１３．顧客原価一括入力（Ｐ） 

１４．単価月掛率複写（Ｏ） 

１５．原価データ→原価データ（Ｔ） 

１６．原価データ→原価データ（Ｑ） 

１７．ユーザーデータ移行（Ｓ） 

１８．Excel Dilectory Setup（Ｄ） 

１９．１８年から１９年へ移行（Ｖ） 
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２０．ＯＣＲ変換バックアップ（Ｗ） 

２１．ＯＣＲ変換ファイルリストア（Ｘ） 

２２．ＯＣＲ変換データ送受信（Ｙ） 

２３．ＯＣＲ設定データアップデート（Ｚ） 

２４．プログラムアップデート（Ｅ） 

２５．データアップデート（Ｆ） 
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２－10 ［シミュレーション（Ｃ）］ 
本システムでは、複数の基準が併用できるようになっており、 
それぞれの積算にはプログラムを別途購入し 
ていただく必要がありますが、経費シミュレーション 
は全ての基準が使用できます。 
必要な試算プログラムをメニューから選択してご利用 
下さい。 
なお、本取扱説明書では、「公共基準」をモデルとして説明しています。 
それぞれの基準で、内容が異なる場合がありますが基本的には同じ考え方ですので参考にして下

さい。 
 

１．直接工事費（Ａ） 

「直接工事費シミュレーション」ウインドウを表示します。 
積上げ経費及び工事費価格から直接工事費を試算するプログラムです。 
 
［歩掛区分］ 

シミュレーションする歩掛区分を選択します。入力欄右端の▼マークをクリックすると一覧表示

しますので、該当する区分を選択して下さい。 
 
［確定］ 

「歩掛区分」選択後［確定］をクリックすると、入力画面を表示します。 
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［諸経費率］ 

年度途中で経費率の変更が行われた場合に複数の経費率から選択します。 
経費率の変更をご案内するまでは「率１」を選択して下さい。 
 
［工種区分］ 

入力欄をクリックすると、工 
種一覧がウインドウ表示され 
ますので該当工種を選択して 
下さい。 
 
［前払金率］ 

入力欄をクリックすると、「前払金率」がパネル表示されますので、 
その中から選択するか、前払いされるパーセンテージを直接入力 
して下さい。 
 
 
［共通補正］ 

入力欄をクリックすると、補正の種類が一覧表示されますので、該当する補正を選択して下さい。 
 
 
 
 
 
［イメージＵＰ］ 

イメージアップ経費の計算をするかどうか、計算する場合はどの条件でするのか選択します。 
該当する○をクリックして 
・マークを表示して下さい。 
 
［現場補正］ 

入力欄をクリックすると、補正 
の種類が一覧表示されますので、 
該当する補正を選択して下さい。 
 
［契約補正］ 

入力欄をクリックすると、補正 
の種類が一覧表示されますので、 
該当する補正を選択して下さい。 
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◆全ての条件設定が終了後、シミュレーションに必要な金額を入力して下さい。 
◆「直接工事費」の場合は、各種「積上経費」（黄）「工事価格」（緑）を入力することにより各種

「経費」「消費税」（緑）及び「直接工事費」（緑）が算出されます。 
◆「直接工事費」等は各種「積上経費」「工事価格」の数値を変更することにより再計算表示され

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「直接工事費」の試算が終了すると画面中央に「印刷」 
項目のボタンが表示されますので該当ボタンを選択し 
て下さい。 
 

 

 

［印刷］ 

［印刷］をクリックで「印刷」ウインドウが 
表示されますので、各種設定後［ＯＫ］で 
印刷を開始して下さい。 
 
 
［プレビュー］ 

印刷イメージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
［余白］ 

印刷時の印刷位置の調整を「上余白」「左余白」で調整できます。 
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２．本工事費（Ｂ） 

「本工事費シミュレーション」ウインドウを表示します。 
直接工事費及び積上経費等から、本工事費を算出（試算）するプログラムです。 
 
［歩掛区分］ 

シミュレーションする「基本歩掛」を選択し 
［確定］をクリックすると、入力画面を表示 
します。 
 
［諸経費率］ 

年度途中で経費率の変更が行われた場合に複 
数の経費率から選択します。経費率の変更を 
ご案内するまでは「率１」を選択して下さい。 
 
［計算区分］ 

試算する工事が、単独工事か合併工事（差引 or プール）かを選択します。 
 
 
［工種区分］ 

入力欄をクリックすると、工種一覧が 
ウインドウ表示されますので該当工種を 
選択して下さい。 
 
［前払金率］ 

入力欄をクリックすると、「前払 
金率」がパネル表示されますので、その中から選択するか、 
前払いされるパーセンテージを直接入力して下さい。 
 
［共通補正］ 

入力欄をクリックすると、補正の種類が 
一覧表示されますので、該当する補正を 
選択して下さい。 
 
［イメージＵＰ］ 

イメージアップ経費の計算をするかどうか、計算する場合はどの条件でするのか選択します。 
該当する○をクリックして・マークを表示して下さい。 
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［現場補正］ 

入力欄をクリックすると、補正の種類が一覧表示 
されますので、該当する補正を選択して下さい。 
 
［契約補正］ 

入力欄をクリックすると、補正の種類が一覧表示 
されますので、該当するも補正選択して下さい。 
 
◆全ての条件設定が終了後、シミュレーションに必要な金額を入力して下さい。 
◆「本工事費」の場合は、「直接工事費」（青）及び各種「積上経費」（黄）を入力することにより

各種「経費「消費税」（緑）及び「本工事費」（緑）が算出されます。 
◆「本工事費」等は「直接工事費」「積上経費」の数値を変更することにより再計算表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「本工事費」の試算が終了すると画面中央に「印刷」項目の 
ボタンが表示されますので該当ボタンを選択して下さい。 
 
［印刷］ 

［印刷］をクリックで「印刷」ウインドウが表示しますので、 
各種設定後［ＯＫ］で印刷を開始して下さい。 
 
［プレビュー］ 

印刷イメージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
［余白］ 

印刷位置の調整ができます。 
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３．変更直接工事費（Ｃ） 

「変更直接工事費シミュレーション」ウインドウを表示します。 
「当初設計金額」及び「落札金額」から「変更請負率」を算出し新たな「設計金額」から「（変更）

直接工事費」を試算するプログラムです。 
［歩掛区分］ 

シミュレーションする「基本歩掛」を選択し［確定］をクリックすると、入力画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入力手順、操作方法は「直接工事費」計算と同じ要領で処理して下さい。 
 
 

２－11 ［オプション（Ｏ）］ 
上記、項目につきましては、オプションをご契約されたユーザー様のみ御使用いただけます。 
使用方法につきましては、５章のオプションを参照願います。 
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２－12 ［ウインドウ（Ｗ）］  

１．ツールバー（Ｔ） 

 
 
 
 
 

２．ツールボタンウインドウ（Ｗ） 

 
 
 

３．元に戻す（初期状態） 

４．重ねて表示（Ｃ） 

５．水平に並べて表示（Ｈ） 

６．垂直に並べて表示（Ｖ） 

７．すべてを最小化（Ｍ） 

８．アイコンの整列（Ａ） 
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２－13 ［ヘルプ（Ｈ）］ 

１．バージョン情報（Ａ） 

２．ホームページ（Ｐ） 

３．メッセージの作成 

４．Error Log Viewer（Ｅ） 

５．Auto Demo  

６．Keyword（Ｋ） 
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第３章 その他の説明 

３－１ 現在物件階層ウインドウ 

   ファイル名 
 
   事業区分 
 
            階層 

 
   本工事費内訳表内にあり 
   表示している状態 
 
   現在地 
 
   下階層有り 
 
   下階層表示中 
 
   本工事費内訳表内にあり 
   表示していない状態 
 
    経費 
 
 
［切り取り］ 

選択した階層を移動する場合に、使用します。 
 
［コピー］ 

階層を複写する場合に、使用します。 
 
［貼り付け］ 

「コピー」または「切り取り」したものを、 
貼り付ける場合に使用します。 
 
［削除］ 

選択した階層を削除する場合に使用します。 
階層にカーソルを合わせて右クリックで表示 
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３－２ 本工事費内訳表ウインドウ 

   下階層有り 
 
   下階層表示中 
 
   代価表、単価表有り 
 
 
［コード番号検索］ 

［カナ読み検索］ 

［名称検索］ 

［分類番号検索］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［文字列切り取り］ 

文字列を切り取り、または移動をする場合に使用 
します。 
 
［文字列コピー］ 

文字列をコピーする場合に使用します。 
 
［文字列貼り付け］ 

文字列を「コピー」または「切り取り」したものを、貼り付ける場合に使用します。 
 
［明細を下に追加］ 
明細行の追加（指定した行の下に新たな明細行が挿入されます。）をします。 

「当初設計書」明細入力欄で 
右クリックで表示します。 
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［明細を上に挿入］ 

明細行の挿入（指定した行の上に新たな明細行が挿入されます。）をします。 
 
［従属階層追加］ 

未入力行で表示 
 
 
 
 
 
 
 
［追加ウインドウを開く］ 

「追加」パネルが表示します。 
 
［親階層］ 

親階層の明細行（工事区分、工種、種別）の名 
前を入力します。 
 
［現在階層］ 

カーソル指示している明細行の名前を入力します。 
「コマンド」追加条件の選択をします。 
 
［追加名称］ 

追加した明細行の名前を入力します。 
 
［単価種別］ 

▼マークをクリックし、一覧表示の中から該当項 
目を選択して下さい。 
 
［削除］ 

カーソル指示した明細行を削除します。 
「確認」パネルが表示しますので、［はい］を選択して 
下さい。 
 
［明細表示］ 

行頭に  マークが有る場合に、１段下の階層の内訳 
書を表示します。 
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［条件変更］ 

計算式を使用している場合、条件選択ウインドウを表示できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［Σ労務費計］ 

［材料費計］ 

［上記合計］ 
単価入力行で表示。それぞれが名称として入力される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［電卓］ 

数量、単価欄で表示 
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［プロパティ］ 

「プロパティ」ウインドウを表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３－３ 内訳表、状態欄 

ピンク表示（経費区分）を右クリックで表示 
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第４章 積算ギアの処理手順 

４－１ 通常の処理手順 

１．積算ギアの立ち上げ 
「積算ギア２００７」のアイコンをクリックします。 
 
 
２．新規作成を選択 
「新規作成」アイコンをクリックします。 
 
 
３．積算条件設定 
「積算条件設定」ウインドウを表示しますので、各項目を入力または選択して下さい。 
入力が終了したら［登録］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．工事区分の設定 
「事業区分の新規作成」ウインドウを表示しますので各項目を入力して下さい。 
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５．内訳入力 
「本工事費内訳表」ウインドウを表示します

ので、設計書を参考に直接工事費を入力して

下さい。 
「金額０円リスト」には金額が未入力の単価

を表示していますので入力し、空白になるよ

うにして下さい 
 
 
 
 
 
６．経費設定 
「経費設定」アイコンをクリックします。 
「経費設定」ウインドウを表示しますので、 
必要項目を選択し、設定を確認して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択及び確認を終了したら［ＯＫ］ボタンをクリックして下さい。「本工事費内訳書」ウインドウ

に戻り、明細行の続きに経費の明細を追加します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経費明細の追加と同時に積上げ工種も追加しますので、必要な項目に入力して下さい。 
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７．内訳表印刷 
「内訳表印刷」アイコンをクリックします。「当初積算書」ウインドウを表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［集計］ボタンをクリックします。「印刷条件設定」ウインドウを表示しますので、必要な項目を

選択して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選択を終了したら［印刷開始］ボタンをクリックして下さい。印刷を開始します。 
 
印刷後、［終了］ボタンをクリックすると「確認」ウインドウで「現在のデータを登録しますか」

と表示し、［はい］をクリックすると「印刷条件設定」で設定した状態を保存し「本工事費内訳書」

ウインドウに戻ります。 
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経費条件画面右上が“登録済”の場合は、登録データ読込、“新規”の場合は集計処理が実行され

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印刷後、［終了］ボタンをクリックすると「確認」ウインドウで「現在のデータを登録しますか」

と表示し、［はい］をクリックすると「印刷条件設定」で設定した状態を保存し「本工事費内訳書」

ウインドウに戻ります。 
 
 
８．積算ギアの終了 
「積算Ｇｅａｒ２００７」の終了はメニューバー「ファイル（Ｆ）」「終了（Ｘ）」をクリックする

か、ウインドウの終了ボタンをクリックすると積算ギアは終了します。 
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第５章 オプション 
 
本章の内容につきましてはにつきましては、オプションをご契約されたユーザー様のみ 
御使用いただけます。 
 

１．内訳単価入力 

１－１．内訳単価入力修正（Ａ） 

積算金額を単価の修正をすることにより変更する処理です。 
「内訳単価入力修正」をクリックすると、「警告」ウインドウを 
表示しますので、警告に従って処理し下さい。 
［ＯＫ］をクリックすると、「内訳単価修正（自動計算）」ウインドウを表示します。 
 

［集計有無］ 

「工種一覧」に使用工種を表示しますので、工種名の前のフォルダ 
表示をクリックして○または×を表示して集計の有無を選択して下さい。 
全てを○または×にする場合は［集計有無］をクリックして下さい。 
 

［集計開始］ 

クリックすると、「単価番号」「名称」「規格」「単位」「単価」の 
同じ物毎に数量を集計し表示し、「初期価格」「初期直工」「初期積上」 
を黒文字で、「現在価格」「現在直工」「現在積上」を赤文字で金額表示 
します。明細表示は現在状況を黒文字で上段に、変更箇所を赤文字表で 
下段に表示します。 
 

［ＣＤ変更］ 

使用単価番号を変更したい場合にクリックします。 
［ＣＤ変更］をクリックすると、 
「元コード」→「変更コード」パネルを表示します。 
「元コード」には現在選択している単価の詳細が 
表示し「変更コード」には変更後の単価の詳細を 
表示します。 
変更単価コードを探す為に、［コード］［カナ］ 
［名称］［分類］の検索ボタンが使用できます。 
選択した変更単価は変更前単価（黒文字）の 
下段に赤文字表示します 
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。 
 
［全解除］ 
削除したい単価があれば「削除」欄の□をクリックしチェックマークを表示しておきます。 
チェックマーク表示後、不必要であれば［全解除］をクリックするとマークが消去します。 
 
［入力データ反映］ 
赤文字単価を修正し［入力データ 
反映］をクリックすると再計算し、 
赤文字表示の数値を変更表示する 
と共に、内訳表の単価も変更再計 
算します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［終了］ 
金額の変更が終了したら［終了］をクリック内訳表に戻ります。 
 

１－２．内訳単価自動修正（Ｂ） 

積算金額（現在価格）を参考に変更予定価格を設定し単価を自動修正することにより変更予定価格に近

い修正価格を設定する処理です。 
 
「内訳単価自動修正」をクリックすると、「警告」ウイ 
ンドウを表示しますので、警告に従って処理して下さ 
い。 
［ＯＫ］をクリックすると、「内訳単価修正（自動計算）」ウインドウを表示し、同じ単価毎に集計し、

数量等を表示します。 
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［予定価格］［予定直行］ 
変更希望金額を入力します。入力し［Enter］で「予定直行」も自動表示します。 
 
 
 
 
［□全解除］［□全選択］ 
明細行の頭部分の□チェックボックスをクリックしてチェック 
マークを表示した単価が単価変更の対象となります。全てにチ 
ェックマークを表示するには、［全選択］、表示したマークを全 
て消去する際には［全解除］をクリックシテ下さい。 
 
［計算］ 
チェックマーク設定後［計算］をクリックすると、コンピュー 
タが単価の修正に係ります。修正後「確認」ウインドウを表示 
し［ＯＫ］をクリックすると「修正価格」「修正直行」に金額を 
赤文字表示します。そして「単価」欄には、修正後の単価金額 
を同じく赤文字表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［戻る］ 
変更単価計算処理が終了した後［戻る］をクリックすると、再度「修正単価」入力に戻ることが出来ま

す。 
 
［終了］ 
「修正価格」に妥当な金額が表示したら［終了］をクリックし、内訳入力画面に戻ります。修正単価及

び修正価格は内訳明細に反映し変更内訳書を作成しています。 
変更データの登録は、内訳書入力画面で［更新登録］をクリックで出来ます。登録を忘れるとデータは

残りませんのでご注意下さい。 
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２．最低制限又は低入札価格計算 
 
（注意） 
このソフトは、金額のシミュレーションであって、実際の物件データには反映しません！！ 
 

２－１ 入力画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『発注者』 ・・・ 各県、及び発注者毎の設定を複数登録して切り替えて使用することができます 
          [ユーザー様において登録可能です] 
 
『省庁』『諸経費率』『工種区分』『ユニット積算』『共通補正』『現場補正』『契約補正』『前払金率』 
『前払補正』『Image-Up』『海上補正』『積雪補正』 ・・・ 経費計算を実行するのに必要な選択項目

です 
 
『工事番号』『工事名』 ・・・ 印刷物の表示や「物件開く」で既存物件を取り込んだ場合の確認等に

使用します 
               ○既存物件が無い場合は、手入力します 
               ○既存物件が有る場合は、物件を選択すると取り込みます 
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『率上限値』『率下限値』 ・・・ 低入札の金額の範囲の上下限率を入力する 
 
□枠 ・・・ 「標準計算」既存物件を取り込む方法 と 直接工事費又は工事価格を直接入力 
（シミュレーション）する方法の二つがあります 
（予定価格を設定する項目になります） 
 
□枠 ・・・ 「最低制限又は下限値」□枠の金額に「設定率、率下限値」を掛けて求める最低のライ

ン 
        (この金額を下回らないようにするための目安の金額) 
 
□枠 ・・・ 「調整」□枠の金額を下回らない□枠の金額に「調整率」を掛けて求める調整金額 
        (この金額が自社の金額のとして積算で積み上げる調整して目指す目標金額) 
 
□枠 ・・・ 【参考】 
低入札調査価格 ＝  直接工事費 ＋ 共通仮設費計 ＋ （ 現場管理費 × １ ÷ ５ ）  
        直  接  経  費 ＝（ 直接工事費 ＋ 共通仮設費計 ） 
        管    理    費 ＝（ 直接工事費 ＋ 一般管理費 ） 
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２－２ 基本的な操作方法 

メニュー内の『オプション』の『最低制限又は低入札計算』を 
クリックし『最低制限又は低入札計算』を起動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入力画面に入ったら最初に『発注者』を一覧から選択して下さい。 
一覧に何も登録されていない場合は、『発注者』を登録して下さい。 
 
 
 
 
 
― 担当者が登録されている場合 ―      ― 担当者が登録されていない場合 ― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―――――― 『発注者』の登録方法 ―――――― 

 Ⅰ．まず「･･･」ボタンを押して「発注者の設定」を表示させます 

 Ⅱ．追加ボタンを押した後、発注者名を入力しその他の設定項目を設定して下さい 

       「設定率」：設定率の初期値 

   「調整率」：調整率の初期値 

   「率上下限値」：率上限値の初期値 

   「率上下限値判断価格」：率上限値の判断基準となる価格の設定 

         「工事価格の端数処理」：工事価格(改め)の丸め処理設定 

   「最低制限又は下限値率の丸め処理」：最低制限又は下限値率の丸め処理設定 

   「判断基準率」：調査時の判定基準 

 Ⅲ．全ての項目の設定が終わったら、「OK」ボタンを押して「発注者の設定画面」を 

終了して下さい。元の画面に戻り登録ボタンをクリックすれば登録完了です。 
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『発注者』を選択後、『省庁』『工種区分』『補正』等の画面の上段部分の入力をして下さい。 
既存の物件ファイルから設定や金額等を取り込みたい場合は、『省庁』の選択の時に『物件開く』ボタン

をクリックすると物件一覧が表示されるので取り込みたい物件を選択して下さい。 
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「標準計算」「最低制限又は下限値」「調整」の入力が終わり、金額のシミュレーションが終わったら。

印刷物または、エクセルにデータを取り込んでシミュレーションの結果を残す事ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪Ｅｘｃｅｌの方法≫ 
●「Ｅｘｃｅｌ」ボタンをクリックするとファイルの選択の画面が表示されるので、任意の雛型ファイ

ルを選択して下さい。 
データがＥｘｃｅｌに転送され、転送が終わると自動的にＥｘｃｅｌが起動します。 
（ご使用のＰＣ環境により多少ですが転送に時間がかかる場合があります） 
●Ｅｘｃｅｌ終了時、Ｅｘｃｅｌファイルを残す場合は、「名前を付けて保存」を選択して、 
管理しやすいフォルダにファイルを保存して下さい。 
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３．ユニットプライス 

３－１ ユニットプライス積算の概要 

［ユニットプライス型積算方式］ 

ユニットプライスとは、ユニット区分毎の単位当たり価格で、材料費、労務費等の直接必要な経費の

ほか、当該費用に関連する経費等を含んだものである。ユニット区分とは、発注者と請負者間において

契約した総価を構成する基本区分（工事数量総括表の各項目）をいい、直接工事費（ユニット）、間接工

事費（ユニット）、一般管理費等から構成される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユニットプライス型積算方式とは、ユニットプライスを用いて積算を行うものであり、現行積算方式

とは異なり、ユニット区分を単位として設計書を作成する。 
また、現行積算方式とは「国土交通省土木工事標準積算基準書」等を用いる積算手法である。必要な労

働力や資材、機材の調達から施工までのプロセスを想定しながら、工事目的物を定められた位置に、定

められた期間内に設置するのに必要な費用を、歩掛等により積上げる方式をいう。 
 

［ユニットプライスの工事費の基本構成］ 

ユニットプライス型積算における請負工事費の基本構成は、下記のとおりです。 
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（１）直接工事費（ユニット） 

 直接工事費（ユニット）は、直接工事費（工事目的物の施工に要する材料費、労務費及び機械経費等

の全ての費用）及びそれに連動する間接工事費（工事目的物を施工するための間接的に必要となる費用

であり、共通仮設費、現場管理費からなる）で構成するユニット区分である。 
 

（２）間接工事費（ユニット） 

 間接工事費（ユニット）は、直接工事費（ユニット）に計上しない共通仮設費（率計上または積上げ

計上）で構成するユニット区分である。 
なお、間接工事費（ユニット）は、当該費用に関連する現場管理費を含む。 
 

（３）一般管理費等 

 一般管理費等は、工事施工にあたる企業の継続運営に必要な費用をいい、一般管理費および 
付加利益のすべての費用で構成される。 
 

（４）消費税等相当額 

 消費税等相当額は、消費税および地方消費税相当分を積算するものとする。 
 

［直接工事費（ユニット）の構成］ 

直接工事費（ユニット）は、工事工種体系（注）における細別（レベル４）（一部、種別（レベル３））

に準じたユニット区分により区分されている。それぞれのユニット区分は材料費、労務費、直接経費及

び間接工事費（一部）を含むユニットプライスとして積算に用いられる。 
 直接工事費（ユニット）に含まれる間接工事費（一部）には、共通仮設費（一部）と現場管理費に区

分される。 
（注）工事工種体系とは、契約内容の明確化、積算の合理化・容易化などを図るために、国土交通省が

進めている「新土木工事積算大系」構築の根幹をなす体系です。 
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［間接工事費（ユニット）の構成］ 

 間接工事費（ユニット）の構成は、下記のとおりです。なお、各間接工事費（ユニット）は、当該費

用に関連する現場管理費を含んだものである。 
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３－２．ユニットプライス積算手順書 

３－２－１ 新規物件の作成 

まず最初に、新規作成を実行して新規の物件を 
作成します。 
※下記の入力について注意してください 

☆合併経費 

ユニットプライスは単独経費以外の実行は 
出来ません（合併経費の実行は出来ません） 

☆ユニット積算 

ユニットプライス積算用に追加された項目 
この項目によって、ユニットプライスの 
積算かを設定します。 
ユニットプライスを適用する場合は「舗装」 
「道路改良」「築堤・護岸」の中から選択 
してください。 
（経費率が異なるので正しく選択してください） 
通常積算を行う場合は 
「ユニットプライス型積算を採用せず」 
を選択してください。 
 

３－２－２ 事業区分の新規作成 

事業区分の新規作成については、今までと同じ動きになります。ただし、「工種階層ツリー」の機能でユ

ニット工種ツリーの取込が簡単に出来るよう設定していますのでご利用下さい。 
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３－２－３ ユニットプライス代価取込 

ユニットプライス代価を検索で取り込む場合は 
分類ツリーの上段に「基準分類」「ユニット」の 
タブが出るので「ユニット」に切り替えて分類 
検索をすると簡単に見つけることが出来ます。 
（積算条件設定で「ユニットプライス型積算 
 を採用せず」を選択している場合はタブは 
 表示されません） 
名称検索やコード検索をした場合は、規格欄に 
☆直接工事費（ユニット）については 
「築堤護岸ﾕﾆｯﾄ」「道路改良ﾕﾆｯﾄ」 
「舗装ﾕﾆｯﾄ」「共通ﾕﾆｯﾄ」 
☆間接工事費（ユニット） 
【通常積算の積上部分に該当】については 
「間接工事費ﾕﾆｯﾄ」と表示されているものを 
使用してください。 
 
 
 
呼び出したユニットプライス代価を実行すると下記の画面が表示されます。 
 

３－２－４．ユニットプライスの単価の算定方法 

現行のユニットプライス型積算の単価算定方法は以下の 3 通りです。 
１．過去の合意単価の実績により得られた、標準的なユニットプライスを適用する場合 
２．現行の積算基準によってユニットプライスを算定する場合 
３．特別調査や見積によってユニットプライスを決定する場合 
一般的には、データベースの構築等に問題がある為 
「２．現行の積算基準によってユニットプライスを算定する」の方法の積算をおすすめします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ 

Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

Ⅴ 

Ⅵ 

Ⅶ 
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Ⅰ．プライス条件を設定する項目 
Ⅱ．過去単価検索ボタン 
Ⅲ．過去単価採用ボタン 
Ⅳ．現行積算基準採用ボタン 
Ⅴ．費用内訳 
Ⅵ．構成比率、採用単価(共通仮設費の一部、現場管理費を含む)直接入力項目 
Ⅶ．過去単価一覧画面 
 
３―２―４－１ 過去の合意単価の実績により得られた、標準的なユニットプライスを適用する場合 
工事は総価で契約し、その後のユニット区分毎に受発注者間で単価協議を行う。 
合意単価とは、単価協議で合意された単価のことであり、これをデータベースに蓄積・分析して、算

定される単価（ユニットプライス）を標準的なユニットプライスと称している。 
国土交通省直轄工事における積算担当者は、標準的なユニットプライスが算定されているユニット区

分では、積算システムにおいて該当する積算条件を選択するだけで、必要な単価を導き出すことができ

る。 
一方、受注者においては、過去の施工実績等から保有している実績単価等が標準的なユニットプライ

スに相当する。しかし、ユニットプライスは、連動する間接工事費（一部）（共通仮設費（一部））や現

場管理費）を含んだ単価であることから、単価の内訳を十分に理解することが重要です。 
 

<<算出方法>> 

１，［Ⅰ．プライス条件を設定する項目］の条件を全て設定します 
２，［Ⅱ．過去単価検索ボタン］を押すと[Ⅰ．]で設定した条件と一致する登録している過去の単価が［Ⅶ．

過去単価一覧画面］に表示されます。（過去単価の登録方法については下記に説明します） 
３，［Ⅶ．］から今回採用する単価をマウスで選択すると［Ⅵ．構成比率、採用単価直接入力項目］に単

価が取り込まれるので確認してください。 
４，確認後に［Ⅲ．過去単価採用ボタン］を押すと過去の単価を採用します。 
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<<過去単価の登録方法>> 

過去単価として登録する場合は、まず登録したいユニットプライス代価の明細をクリックして 
文字入力ができるような状態にしメニューの[登録]の[ユニットプライス登録]を実行してください。 
「ユニットプライス登録」の画面が表示されるので[ＯＫ]を押してください。これで登録完了です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３－２－４－２ 現行の積算基準によってユニットプライスを算定する場合 

本手法は以下の通りです。 
（１）土木工事標準積算基準書で直接工事費を算定する。 
（２）直接工事費に表１の率を乗じて、ユニットプライスを算定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

<<算出方法>> 

１，［Ⅰ．プライス条件を設定する項目］の条件を全て設定します 
２，［Ⅳ．現行積算基準採用ボタン］を押すと通常代価と経費部分(共通仮設費（一部）・現場管理費)の明

細が呼び出されます。 
３，通常代価の計算式を実行し、さらに代価等を追加する場合は、共通仮設費（一部）の上に明細行を

追加してください(経費行より上にある明細行を集計しているため)。 
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３－２－４－３ 特別調査や見積によってユニットプライスを決定する場合 

［過去の合意単価より］と［現行の積算基準］の手法が適用できない場合に適用します。 
（１）特別調査または見積によって、直接工事費を決定する。なお、見積徴収の手法 
   については土木工事標準積算による 
（２）直接工事費に表１の率を乗じて、ユニットプライスを算定する。 

<<算出方法>> 

１，［Ⅰ．条件を設定する項目］の条件を全て設定します 
２，［Ⅵ．構成比率、採用単価直接入力項目］に調べた単価を直接入力してください。 
３，［Ⅲ．過去単価採用ボタン］を押すと入力した単価を採用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３－３．間接工事費（ユニット）の追加 

直接工事費（ユニット）の入力が終了したら、∑のボタンをクリックし、経費設定を実行してください。 
その際、間接工事費（ユニット）(通常積算での積上げ)が存在する場合は、【共通仮設費】の 
【（積）運搬費】、【（積）準備費】、【（積）安全費】等の必要な積上にチェックを付けてください。 
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追加された明細内に、間接工事費（ユニット）の代価を呼び込み使用してください。 
間接工事費（ユニット）用の代価は、検索の分類検索で探すと簡単に見つけることが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３－４．印刷処理（Ｅｘｃｅｌ出力のみ対応） 

直接工事費（ユニット）・間接工事費（ユニット）・その他経費の全ての入力と確認が 
終了したら、次に印刷の処理を実行してください。 
上部のメニューの[ファイル]の[ユニット内訳書エクセル変換]を実行してください。 
「単価表番号の更新を行いますか？」とメッセージが出るので「はい」選択してください 
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【エクセル雛型選択】 

現在エクセルの雛形は２種類用意してあります 
それぞれ、使用したい書式のエクセルを選択して 
下さい。（別紙参照） 
 

【数量少数桁数】 

エクセル変換時の数量の切捨て位置を設 
定します。 
切捨てされる、項目がある場合は、警告の 
メッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ユニット番号】・【単価表番号】 

エクセル変換時に摘要欄等に選択した番号を出力する有無を選択する設定です。 
 
 
 
 
 
 

【経費一式計上】 

エクセル変換時に経費部分の数量・単位を全て一式にして出力する設定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[内訳入力に準ずる] [整数止め] 

[チェック無し] [チェック有] 

[チェック無し]

[チェック有] 
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上記の設定等を全て設定してから「ＯＫ」ボタンを押すと、内訳の内容がエクセルに出力され、 
エクセルが起動します。 
印刷したい場合は、エクセルから印刷を実行してください。 
エクセルファイルとして保存したい場合は、「名前をつけて保存」を実行してください、。 
単価表が必要な場合は通常の内訳印刷から、単価表を印刷を実行してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



雛形サンプル
ユニット請負代金内訳書.xls



（請負者） 住　　所：

氏　　名： 印

工事名　 ユニット【工事名】

契約年月日 平成18年11月14日

工期 平成19年1月15日から平成19年3月25日

直接
工事費

共通
仮設費

現場
管理費

舗装
式 1.000               5,775,618

道路土工
式 1.000               5,775,618

掘削工
式 1.000               5,771,600

掘削 土質=土砂; 障害の有無=無し;昼
夜間・時間的制約=昼間・無し; ｍ3 9,400.000 307 2,885,800 76.56 5.75 17.69

B5208010
第   1号代価表

土砂等運搬 運搬距離=0.3km以下;昼夜間・時
間的制約=昼間・無し; ｍ3 9,400.000 307 2,885,800 76.56 5.75 17.69

B5220010
第   3号代価表

路体盛土工
式 1.000               4,018

路体盛土工 盛土下幅=2.5m未満;昼夜間・時間
的制約=昼間・無し; 式 1.000               4,018 第   1号内訳書

直接工事費（ユニット）
式 1.000               5,775,618

間接工事費（ユニット）
式 1.000               541,271

共通仮設費
式 1.000               203,975

（積）安全費
式 1.000               203,975

交通誘導員 勤務形態=昼間勤務（交代要員無
し）; 人日 25.000 8,159 203,975 93.14 6.86

B9W10910
第   7号代価表

共通仮設費（率計上）
％ 5.840 5,775,618 337,296

工事原価
式 1.000               6,316,889

一般管理費等
％ 14.820 6,316,889 936,162

工事価格
式 1.000               7,253,051

消費税額及び地方消費税額
％ 5.000 7,253,051 362,652

工事費計
式 1.000               7,615,703

発注者情報１************************

発注者情報２************************

発注者情報３************************

工事区分・工種・種別・ユニット区分 プライス条件／プライス条件区分
契約
単位

住所１*****************************

商号又は名称***********************

ユニット請負代金内訳書

住所２*****************************

平成18年11月14日

単価 金額数量

構成比率(%)
特筆事項
(見積条件)
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工事内訳書.xls
雛形サンプル



発注者情報１************************

発注者情報２************************

発注者情報３************************

ユニット【工事名】

住所

商号又は名称　

代表者氏名

工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書

住所１*****************************

商号又は名称***********************

代表者氏名*************************

住所２*****************************



ﾌﾟﾗｲｽ条件 ・ﾌﾟﾗｲｽ条件区分 契約単位 単　　価 金　　額

舗装

式               5,775,618

道路土工

式               5,775,618

掘削工

式               5,771,600

掘削 土質=土砂; 障害の有無=無し;昼夜間・時間的
制約=昼間・無し; ｍ3 307 2,885,800

土砂等運搬 運搬距離=0.3km以下;昼夜間・時間的制約=
昼間・無し; ｍ3 307 2,885,800

路体盛土工

式               4,018

路体盛土工 盛土下幅=2.5m未満;昼夜間・時間的制約=昼
間・無し; 式               4,018

直接工事費（ユニット）

式               5,775,618

間接工事費（ユニット）

式               541,271

共通仮設費

式               203,975

1.000

数　　量

舗装ユニット

舗装

工 事 内 訳 書

工事区分 ・工種 ・種別 ・ユニット区分 摘　　要

1.000

工事名
事業区分

工事区分
ユニット【工事名】

1.000

9,400.000
B5208010
第   1号代価表

9,400.000
B5220010
第   3号代価表

1.000

1.000 第   1号内訳書

1.000

1.000

1.000
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ﾌﾟﾗｲｽ条件 ・ﾌﾟﾗｲｽ条件区分 契約単位 単　　価 金　　額数　　量

舗装ユニット

舗装

工 事 内 訳 書

工事区分 ・工種 ・種別 ・ユニット区分 摘　　要

工事名
事業区分

工事区分
ユニット【工事名】

（積）安全費

式               203,975

交通誘導員 勤務形態=昼間勤務（交代要員無し）;

人日 8,159 203,975

共通仮設費（率計上）

％ 5,775,618 337,296

工事原価

式               6,316,889

一般管理費等

％ 6,316,889 936,162

工事価格

式               7,253,051

消費税額及び地方消費税額

％ 7,253,051 362,652

工事費計

式               7,615,703

1.000

25.000
B9W10910
第   7号代価表

5.840

1.000

14.820

1.000

5.000

1.000
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